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1. 開催概要 
開催日時：平成 25 年 11 月 28 日（木）13:05～17:45 
場所：筑波宇宙センター 総合開発推進棟 大会議室(1F) 
主催：宇宙航空研究開発機構 環境試験技術センター 

 
 

2. 開催目的 
本ワークショップは、JAXA 内外の宇宙開発関係者及び機関が一同に会し、 

・ 環境試験技術に関する最新動向や研究開発成果の共有 
・ 現状の環境試験技術の改善点についての意見交換 

等を行う。これらを通じて、JAXA が保有する環境試験設備及び環境試験技術について

更なる維持・発展を図るとともに、宇宙機開発の高信頼化・効率化・高度化を実現する

ことを目的としている。 
 

3. 講演プログラム及び概要 
講演プログラム及び概要を表 1 に示す。 
また、ポスターセッションの発表内容及び概要を表 2 に示す。 

 
 
4. キャッチコピー及び宣伝ポスター 

キャッチコピーを設け、以下とした。 
 
「環境試験、宇宙への確かな道」 
 
また、宣伝用に配布したポスターを図 1 に示す。 
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表 2 ポスターセッションの発表内容及び概要 
（発表者：環境試験技術センター職員） 

番号 出展者

「環境試験の有効性検討」

効果的で効率的な地上試験を実現していくことを目的に、軌道上不具合および地上試験不具合の分析結果か
ら地上における環境試験の有効性についての検討を進めている。ここでは初期検討として実施した機械環境
試験・熱試験の試験有効性検討結果と、本検討の今後の展望について紹介する。

「コンポーネント衝撃試験の省略に向けた検討」

コンポーネント衝撃試験の省略に向けた検討を進めており、将来的には宇宙機一般試験標準への適用を行う
予定である。ランダム振動応答環境が衝撃応答環境よりも大きい場合、衝撃試験よりもランダム振動試験の
方が衝撃損傷ポテンシャルが高い（耐衝撃性確認に対してクリティカルな試験である）と言える。ここでは、コン
ポーネントの衝撃規定スペックとランダム振動規定スペックから、衝撃損傷ポテンシャルを比較し、衝撃試験の
省略の判断を行う方法についての概略を紹介する。

「次世代赤外線天文衛星SPICA搭載機器のランダム振動環境の予測解析」

ロケット打上げ時に音響加振を受けるSPICA搭載機器に対し、音響振動予測手法であるFEA-SEA統合法を用
いた、搭載面インターフェース点におけるランダム振動環境の予測解析・検討結果を紹介する。本検討では、ラ
ンダム振動環境の予測解析に加えて、搭載機器の内部応答に対するフォースリミット条件の適用を含めて環
境条件の検討を行った。

「30kWキセノンランプの長寿命化開発と成果の展開」

宇宙機は、軌道上における熱真空環境への耐環境性やワークマンシップエラーの検出等を目的として、スペー
スチャンバで熱真空試験を実施している。筑波宇宙センターの大型スペースチャンバ（13mΦ 、8mΦ ）はソーラ
シミュレータを有しており、太陽光を模擬することができる。環境試験技術センターでは、ソーラシミュレータの
光源であるキセノンランプの長寿命化開発を実施しており、その開発結果と成果の展開について紹介する。

「スペースチャンバ内の粒子状コンタミネーション環境について」

スペースチャンバ内の粒子状コンタミネーション環境の把握と低減を目的に、熱真空試験中の粒子状コンタミ
ネーションの計測を継続的に行っている。ここではスペースチャンバ内とクリーンルームの粒子状コンタミネー
ション環境の違いと、熱真空試験中の粒子状コンタミネーションの低減方法について紹介する。

「チャンバ内カメラの開発と実試験への活用構想」

環境試験技術センターでは、大型スペースチャンバでの活用を目的とした、熱真空試験中の供試体の状態を
光学的に監視することのできる、真空対応のチャンバ内カメラの開発を進めております。ここでは、カメラ開発の
目的と、進行状況の概略及び、活用構想の紹介する。

「試験検証用チャンバの供用化」

従来JAXAで使用してきた試験検証用チャンバについて、大学や産業活性化のために平成25年9月以降は供
用試験設備として使用することにした。
検証試験用チャンバの仕様や金額等について紹介する。

「電波試験設備第2無反射室 電波吸収体整備」

老朽化が進む電波試験設備第2無反射室の電波吸収体について、コンタミネーション発生の抑制、電波吸収
性の向上等を踏まえた更新整備を実施、またユーザに対して運用性向上を図るべく各種附帯設備の整備を
行った結果を紹介する。

「供用可能試験設備の紹介」
供用試験が可能な試験設備、これまでの利用実績、利用料金、また、実際に供用試験に入るまでの流れ等を
簡単に紹介する。

丹羽　智哉
梶川　隆史

題目及び概要

WS1１-P01 丹羽　智哉

赤城　弘樹

丸山　健太

高橋　大祐

今村　一希

山下　剛正

大地　泰裕

各務　裕佳子
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5. 講演内容 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

5.1. 開会挨拶 

 
宇宙航空研究開発機構 

山本 静夫 理事 

This document is provided by JAXA.
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JAXA の理事をやっております山本でございます。よろしくお願いいたします。本日は第

11 回目になります試験技術ワークショップを開催させていただきます。多方面の方々にご

参加いただき誠にありがとうございます。特に各方面の試験に対するプロフェッショナル

にご講演いただくということで、ご講演者の方々には重ねて御礼申し上げます。 

私ども JAXA は 10 月で 10 周年を迎えました。10 年前に JAXA３機関統合いたしました

時は、ロケットの打ち上げの失敗ということもあり、また衛星・科学衛星にとっても難多

き出発でありました。一方で最近はといいますと、ロケットの連続の打ち上げ成功、ミッ

ションにつきましても上手くいっている状況であります。これは打上げの前に徹底的に試

験を行いリスクを最低限にするといったことが基本となりますが、ひとえに皆様方のご尽

力により成功につながっていると確信しております。 

一方、私ども JAXA の周辺の一つの変化といたしましては、この 1 月に国は宇宙基本計

画を新しく作りました。その宇宙基本計画の柱の一つは利用の拡大です。この利用の拡大

にはミッションの成功というのが必須でありまして、こういった重責を皆さまと一緒に乗

り越えていければと思っております。成功は続いておりますが、他の国に比べますと、まだ

まだ打上げの機会が少ないため、安心することなくますます気を引き締めてやっていかな

いといけません。利用の拡大の中の一つの要素は、衛星が身近になる、敷居を下げること

だと思っておりますが、この敷居を下げる一つの要因に衛星のコストを下げていくという

課題、そして試験というのが重要なファクターとなります。試験はやればやるほどリスク

は減りますが、コストとどう見合わせていくか、そういったところが一つの技術力になる

かもしれません。そういった意味で、試験というのはこれからますます重要性を増してい

くと考えております。 

世界的に各宇宙機関において試験の標準化というのも進めていますが、その中で日本が

やってきた試験のやり方というのもかなり国際的に認知され評価されつつあると各国から

報告されています。本日はそういった試験技術のますますの充実の一助になればと思って

おります。また加えてこれからも皆さま方のご協力ご支援を賜りたく思っておりますので

どうぞよろしくお願いいたします。 

 
 

 

ワークショップ会場 

6 宇宙航空研究開発機構特別資料  JAXA-SP-13-010

This document is provided by JAXA.



環境試験技術報告 第 11 回試験技術ワークショップ開催報告 
 

8 
 

 
 
 
 
 
 
 
 

5.2. イプシロンロケット用衛星フェアリングの

開発について 

 

宇宙航空研究開発機構 

宇宙輸送ミッション本部 

宇宙輸送系要素技術研究開発センター 

伊海田 皓史 様 
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質疑応答 
 
質問者① JAXA OB 吉田様 

ベンティングのご説明があったが、遷音速時の衝撃の評価はどのようになっているか。 

 

発表者 

外部の圧力センサを装備していなかったので、直接的なデータの比較はできていないが、

内部の減圧率から衝撃波がベントバルブの上を通過したタイミングを推定している。この

件については、ほぼ想定通りの結果となったことを確認している。 

 

質問者 

フェアリングについて H-IIA、IIB と同様にハニカム構造で製造されているということであ

るが、噂では意外とコストがかかっているので将来的にはコストを下げたいということを

聞いた。このあたりの検討について教えていただきたい。 

 

発表者 

実績と製造方法から、今回もアルミハニカムサンドイッチ構造を適用した。剛性強度につ

いては良いものであることは間違いないが、これに拘り続けるのではなく、今後の検討で

は、色々とトレードオフした上で決めていきたいと考える。 

 

質問者② JAXA 環境試験技術センター 三枝様 

23 ページの音響試験のマイクロフォンについて、搭載したマイクロフォンの種類はピエゾ

マイクロフォンか。また、データからは高周波の一致が確認できないが、どう評価してい

るか。 

 

発表者 

ピエゾ型と認識しているが、念のため確認し、間違っていた場合は後程連絡する。高周波

はご指摘の通り合っていないが原因究明中である。ただし、2000kHz 以上は評価対象外 

 

質問者 

ピエゾは 5kHz くらいから周波数特性が上がっていくため、8k-10kHz では数 dB 上がる可能

性があるので注意が必要である。 

 

発表者 

ご指摘の通りであるので、今後の検討に反映していきたい。ただし、フライトデータとし

ては 2000kHz 以上は取得が厳しいため、地上試験では評価対象外としている。 
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質問者③ JAXA 環境試験技術センター 施様 

フライトデータと地上試験データの比較から、フライト環境が拡散音場であるか否かの検

討を進める計画はあるか。 

 

発表者 

フライトデータと地上試験データのレベルに差があるのは認識している。今後フライト環

境条件の緩和にもつながるので、この様なデータを元に一緒に議論していきたい。 
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5.3. TURKSAT-4A、4B の開発について 
 

三菱電機 株式会社 

鈴木 隆太 氏 
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質疑応答 
 
質問者① スカパーJSAT 二ノ宮様 

DPP について衛星を作るカリキュラムがあるが、その内容は誰からの要求に基づいている

のか。 

 

発表者 

TURKSAT 社からの契約に基づき行っている。国からの要求に基づいているとは聞いていな

い。 

 

質問者① スカパーJSAT 二ノ宮様 

TURKSAT 社はオペレータだが、今後衛星を作ることも考えているのか？ 

 

発表者 

個人的には今後、TURKSAT 社と他のメーカが連携して衛星を作るということもあるのでは

と考えている。 

 

質問者② 筑波大学 亀田様 

DPP に参加している 15 人はどのようなバックグラウンドを持っているのか。また DPP を通

して衛星を作る技術を身に付けることができたと考えるか。 

 

発表者 

大学時代に衛星開発に関する研究を行っていた者もいれば、TURKSAT 社に入社するまで全

く衛星開発に関わったことがない者もいる。もう一つの質問については、今回の DPP は我々

のノウハウの一部を提供している形になるため、自律的に衛星を開発することは難しいと

考えている。実際に自分たちで衛星を設計・製造・試験をするというフェーズを経る必要

があると考える。 

 

質問者③ AES 鬼頭様 

苦労話を一つか二つお願いしたい。 

 

発表者 

通信衛星ということもあり要求が厳しく、そのための調整に非常に苦労した。またイスラ

ムの方と関わるのが初めてであったため、習慣を理解するのに一年ほど戸惑った。 

 

質問者④ NEC 岡本様 
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熱真空試験を機械環境試験の前に行っているが、その理由とメリット・デメリットを教え

ていただきたい。 

 

発表者 

熱真空試験で洗い出される不具合が多いため、リスクの低減の観点から機械環境試験の前

に実施している。それによる軌道上の事前検証として犠牲になるようなことはないと考え

ている。 

 

質問者⑤ JAXA 山本理事 

バスの共通化により、試験はどのように変わってきているのか。また今後の商業衛星の受

注に向けて、試験をどのように改善していくと考えているのか。 

 

発表者 

バスの共通化により、バス部の試験についてはすでに標準化されている。だだしペイロー

ド部については衛星ごとに機能性能が異なる上に、客先からの要求も異なるため、標準化

は難しいと考えている。アプローチとしては試験のやりやすさの追求や、一般的に要求さ

れる試験項目を包含できるような試験装置やメニューの開発などが考えられる。 
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5.4. BepiColombo/水星磁気圏探査機の

ESA/ESTEC における 10 ソーラ熱モデル熱平衡

試験 
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 質 疑応 答  
 
 
 質問者① JAXA   OB    吉田様 

JAXA 試験規格と ESA の規格との齟齬について何かあったか。 
 
 
発表者 

試験条件などは我々が通常行っている範囲で行える。ただ、安全面はより厳しい印象を受

けた。 

 
 
 質問者② JAXA   EarthCARE プロジェクト 岡田様  
ESTEC で試験を行うとき、供試体に関わる作業は NEC で行うのか。 

 
 
発表者 

供試体に関しては全て NEC、JAXA が行う。また供試体の吊り上げ作業なども NEC、JAXA 
で行っている。設備に関わるところは ETS が行う。 

 
 
 質問者③ JAXA   衛星機構構造グループ 佐々木様 

軌道上温度での事前ベーキングは難しいと考えるが、何か工夫したことがあれば教えてい

ただきたい。 

 
 
発表者 

軌道上温度の 200℃以上のベーキングを行うと、機械的に弱くなってしまい打上げ環境に耐

えられなくなってしまう。従って軌道上温度でのベーキングは不可能である。太陽電池パ

ドルについては JAXA 材料グループの協力の基、低い温度で長時間ベーキングすることで、

軌道上でのアウトガスを許容レベルまで低減するという検討を行っている。 

 
 
 質問者④ 筑波大学 亀田様 

試験設備のユーザインターフェースに関する印象を聞かせていただきたい。 

 
 
 発表者 

リアルタイムで温度データの統計処理ができるといった点が優れていると感じた。 

 
 
 質問者⑤ JAXA   山本理事  
熱衝撃の繰り返しにより疲労などはないのか。また ETS の人数など、印象を教えて頂きた

い。 
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発表者 

この試験では 1 サイクルしか行っていないが、下位のハードウェアレベルで高サイクルの

熱衝撃試験を行っている。ETS の規模としては 30 名程度であった。海外のユーザに対して

慣れている印象を受けた。 
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5.5. 宇宙機器へのＨＡＬＴの活用

－民生機器(部品)転用スクリーニング試験－ 

 
株式会社 東陽テクニカ 

川上 雅司 氏 
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 質 疑応 答 

 
 
 質問者① JAXA   環境試験技術センター 西田  様  
HALT の点、私もまだまだ勉強中なんですが、米国の方では自動車会社で色々使われていて、

当然のことながら日本の自動車会社も使っていると思います。日本の自動車会社さんが使

っていて、色々な問題点だとか、よかった点などがあると思いますが、もしご紹介できた

らこういう点がありましたというのをちょっと教えて頂きたいと思います。宜しくお願い

致します。 

 
 
 発表者 

自動車業界は一番今ホットな状態でして、新しいモノづくりに変えようという風にやって

おります。主なターゲットはやはり ECU（EngineControlUnit,エンジンコントロールユニッ

ト）ですね。ですから二年後、三年後、特に電気化、エレクトロニクス化が進みましたと

ころ、電気自動車であったり EV であったり HV であったり、今までのガソリンエンジンの

制御方式とは全く異なるので、電気的なところでの不具合に注目されています。 

それから、我々がお手伝いした中で、私自身面白かったと思いましたのが、色々な機構部

品、例えばアクセルペダルであったり、ブレーキであったりですね。特にアクセルなんて

いうものは、今ペダル全体が樹脂でできていまして、中にセンシング用のふみしろを測定

するセンサがついているんですが、これは味付けが違う。踏んだ時にずいぶんとかぶり方

が違ってきます。また、日本製・アメリカ製・ヨーロッパ製を比べた時に、壊れ方の限界

点、温度が違います。やはり日本製が一番高い。ただ、HALT というものを提唱しだした

Dr.Hobbs が、同じような工業製品だと実は同じように壊れるはずだと主張しております。

同じようにアクセルペダルというのは、不良点の温度の差はあるんですが、壊れ方という

のは同じ、不具合の出方も同じとなっています。押しなべて考えると、パソコンなどもそ

うなんですね。どこのメーカがつくられていても、B5 サイズのパソコンだとしますと CPU

があって、バッテリがあって、厚さがこれくらいで・・・というように、どうしても作り

方が似てきて、共通的なところがやはりあります。やってみると非常に面白い。どうやる

とこれは楽だろうかというようなことで、なるべく厳しい試験を考えます。ですから、ベ

ーキング終わった後、供試体をずっと入れとくのか入れないのかなど考える必要はありま

すが、その場合は実は低温起動をかけようと思ったら、切っておいてから低温に大きく入

れてやると。高温の場合ですと、入れっぱなしにしといて、残りをかけてやると。そんな

風にやられています。 

ほとんど HALT 自体は一般の人は知られておりませんが、実は今身のまわりにあるものは

良くやられ始めています。スマホ、携帯、パッド、デジタルオーディオ、もちろんこの PC
とか液晶テレビなど身近なもので相当やられております。 
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 質問者 JAXA   山本理事  

大変貴重な御発表ありがとうございます。 

HALT と HASS の効果ということで、開発期間だとか開発スピード、コストと保障という

三つの柱を書いて頂いているんですけれども、参考データということで、こういう分野

だったら具体的にどういう効果があったとか、おおざっぱに言って半分になったとか、

あるいは一桁変わったとかそういう数値があれば教えて頂きたいと思います。 

また、昔の衛星は、試験のためのモデルやフライトの為のモデルなど、モデル毎にある

種の部品の使い方が変わってきます。そのため、フライト品に強烈なストレスをかけて

こわしてしまう試験をやるという点は実施していないのが現状です。一方で、小型衛星な

ど、１機は壊れてもよく、10 機、100 機飛ばして、そのうちの何機が動いていればトータ

ルのミッションを達成できるので、数で勝負するという考えはこれから出てくるかもし

れません。このような世界の中で、ある意味では効果はあるかもしれないですが、何か

ご意見伺いたいと思います。 

 
 
発表者 

効果の方ですが、難しいですね。実際には開発期間をどこからどこまで見るかですが、

ベリフィケーションテストを従来のまま残して HALT をかけた時に、本来のかかるべき期

間が一回で終わりましたというケースは多々あります。いわゆる手戻りがない。理想的

には手戻りゼロを目指すんですけれども、はたして全部ゼロになるかというと、HALT で

カバーできない部分があります。例えば湿度などはカバーしておりませんので、そうい

ったものは残るんですが、おしなべて、1 年間の開発期間のトータルが、4 か月とか半分

弱ぐらいになることが、家電業界とか IT 業界ではわりとあります。 

それから、高額なものに関する量産効果について、実は医療器関系や、ロケットや飛翔

体などの防衛部門に使用されているものにつきましては基本的には HASS をかけてやって

おります。某国がロケットを上げるといいますと日本でも防衛に関して配置しますが、

このあたりに対しても我々はお手伝いをさせて頂いております。ですから昔はライセン

ス契約をしておりましたが、最近は完全に共同研究ということで、アメリカでやられて

いることは日本でもやられているということで効果を出しております。 
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5.6. 保持解放機構作動時の衝撃応答予測技術 

 

三菱電機 株式会社 
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質疑応答 
 
質問者① JAXA 要素センター 中川様 

数値解析で衝撃の応答を求められているということですけれども、差し支えなければ使わ

れているソフトと、モデル作成の時に何か注意されたことなどございましたら教えて頂け

ますか？ 

 

発表者 

まず、初めの衛星分離につきましては、ソフトは NASTRAN を使っております。そこでは、

まずモードが励起されるということを考えており、陰解法を使っておりますので、

NASTRAN に限らず、ANSYS 等汎用のもので可能です。最後にお見せしましたものは、陽

解法で時々刻々と変わるシュミレーションをしておりまして、PAMCRASH を使っておりま

す。ほかに ABAQAS 等でも対応することはできます。 

注意点としましては、やはり要素の分割数ですね。要素長さなど、十分に知りたい範囲の

現象が確認することができるのか、ということが一つポイントとなっております。今回の

モデルですと、モデル規模を削減するために、離れた部分は荒く切って、見たい部分、特

にリング周辺を 4000Hz まで十分対応できるようにしております。 

 

質問者② JAXA 環境試験技術センター 施様 

共著者ということですが、興味があって質問させてもらいます。低周波の 150Hz ぐらいの

部分で実際の試験データよりも応答が高いということですが、その結果、環境として規定

された場合には低周波のレベルがひきずられて高くなってしまう。色々考察されており、

原因の一つとして考えられるのが、ひずみデータが 4 か所しかないという点ですが、その

中の歪がどういう風に分布されてこの結果が出ているのでしょうか。 

また分布を歪の計測結果に合うように変えてみたことはありますか。 

 

発表者 

回答の前に低周波が盛り上がっている方は、円筒だけのシリンダモデルで、実際に近いア

センブリモデルは青色の方になっています。 

歪の分布は測ったことがなく、4 点で測定を行い、直行する２点で 6 割の差があったことか

ら、楕円として近似してやっております。解析上で分布を変えたことはあり、直線補完を

する等したのですが、不連続点が出るということで、楕円を採用して補完をしました。 

実際にこの分布がなく、全て同じ大きさと考えた場合には、計算はしていないのですが、

シリンダーモデルの低次のモードというのは対称性があるので、励起されにくくて落ちて

きます。しかし、実際に分布を持たせてやると低次の部分が出てきてしまいます。そうい

ったことが問題としてありますので、この点を考慮する必要があります。 
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また、モデル側で検討だけですと、低次のモードが励起されるんですが、実際はパネルが

あるので十分に抑えられる、ということを解析で求めるためには周辺までモデル化しなけ

ればいけないということがわかりました。 

 

質問者③ 筑波大学 亀田様 

単純な質問なんですが、材料は線形弾性体のソリッド要素と考えてよろしいでしょうか？ 

 

発表者 

分離の方は線形で考えております。 

展開の方は線形だけでは破断などはしないので、そのあたりは材料の変化を入れています。 
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5.7. 筑波大学超小型衛星 ITF-1「結（ゆい）」の

紹介と今後の展望 
 

筑波大学 准教授 

亀田 敏弘 氏 
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質疑応答 
 
質問者① 菱栄テクニカ 松永様 

環境試験設備の準備をしているということであるが、九工大とのバッティングはどうなっ

ているか？九工大にはない環境試験設備を準備するのか。 

 

発表者 

関東でも九工大に匹敵する試験設備を用意したいという思いから準備を行っている。九工

大のポスター等には放射線試験を除くと書いてある。筑波大には加速器があるので、放射

線試験の実施も検討して、九工大を超える設備を目指したい。 

 

質問者② JAXA OB 篠崎様 

筑波大は MEMS にも力を入れていると聞いているので、MEMS も使用して宇宙に展開して

いけば面白いのではないか。 

 

発表者 

ありがとうございます。私自身、材料を専門にしており、放射線が当たった時に金属が放

射線脆化を起こすといったことも専門にしている。MEMS 等の小さい材料については放射

線の影響が大きいが、この影響がプラスに働くこともある。衛星以外にも分子動力学を用

いた材料計算も研究しているので、MEMS に使う材料といった観点から、宇宙 MEMS 等新

しい分野が切り開けるのではないかと考えている。 
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5.8. 宇宙開発に関する海外試験標準及び

試験技術の動向 
 

宇宙航空研究開発機構 

環境試験技術センター 

施 勤忠 氏 
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質疑応答 
 
質問者① JAXA 安信部 角様 

海外標準との比較はどれくらいマンパワーがかかるか。設計標準全体でも海外との比較は

メーカーからも要望が上がっており是非教えていただきたい。 

 

発表者 

私一人でやっても 1 年間では終えられない。非常にボリュームがある。大変な作業である

が、試験センターの若手５，６人が中心となって頑張ってくれている。文章を読みながら

照らし合わせていくため、機械的な作業では進められないという点が大きい。しかし海外

との比較は JAXA との違いなど勉強になる。 
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5.9. 閉会挨拶 

 
宇宙航空研究開発機構 

環境試験技術センター 
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皆さまお疲れ様でございます、環境試験技術センターの西田でございます。本日は講演

いただきました皆さま本当にありがとうございました。また多数の方に本日お越しいただ

きまして誠にありがとうございます。 

我々環境試験技術センターはいろいろな取り組みをしておりますが、冒頭山本理事から

のお言葉にありましたが世界的にみても我々の取り組みを信頼してくれるような状況にな

ってきております。そういった中で今年は先ほど鈴木様が紹介してくださいました

TURKSAT 海外衛星の試験があり、これはまさに手探り状態で一緒にやってまいりました。

非常にいい結果を生んできていると思っております。試験技術の大きなところはあまりで

きませんが、本日ポスターセッションにありましたが 30kw のキセノンランプの信頼性向

上・長寿命化という活動をしてまいりました。先ほど岡本様からご講演いただいた ESTEC

にすでに我々とウシオ電機が開発されたものが納入されています。来年には LSS にも 19 党

の調達というのが見えてきています。ソーラーオービターという 13 ソーラ必要な試験に使

われるということを聞いております。 

新しい試験技術ということではいろいろな試験技術というのが出てきているということ

で、今回 HALT のご講演もいただきましたが、我々もこれからまだまだ次の世界に向けて

頑張っていきたいと思っております。また、効率的な環境試験を実施していくことについ

ても考えておかないといけません。環境試験技術センターは将来に向けてワンストップサ

ービスというものを提供できるような情報技術を活用したシステム構築を現在進めており

ます。これについてはまた皆さま方のご協力をいただきながらより良い形にしていきたい

と思っております。また、亀田様から西の小型衛星開発の拠点として支えていくというお

話しがありましたが、我々も ALL-JAPAN として協力していければと思っておりますのでこ

ちらにつきましても皆さまがたのご協力の程よろしくお願いいたします。 

本日はどうもありがとうございました。 
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6. ポスターセッション 
ポスターセッションの内容を以下に示す。発表はいずれも環境試験技術センター職員によるもので

ある。 
 
WS11-P01 環境試験の有効性検討 
WS11-P02 コンポーネント衝撃試験の省略に向けた検討 
WS11-P03 次世代赤外線天文衛星 SPICA 搭載機器のランダム振動環境の予測解析 
WS11-P04 30kW キセノンランプの長寿命化開発と成果の展開 
WS11-P05 スペースチャンバ内の粒子状コンタミネーション環境について 
WS11-P06 チャンバ内カメラの開発と実試験への活用構想 
WS11-P07 試験検証用チャンバの供用化 
WS11-P08 電波試験設備第 2 無反射室 電波吸収体整備 
WS11-P09 供用可能試験設備の紹介 

 
 

 
ポスターセッション会場 

WS8-P01 
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